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03 民生費

01 社会福祉費

04 知的障害者福祉費

障がい者支援課

作　成　者：財政課　３（簡略番号 ）
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居宅介護給付
0

10,6820017,99314,042

42,71742,717194,580151,863

補正後の額補正前の額

歳出予算事業概要書

県支出金

15 5,47720 42,717扶助費 国庫 02 02 01 003
障害者在宅福祉事業費補助金
15 8,565国庫 02 02 01 006
在宅心身障害者福祉対策費補助金
16 7,020都道 02 02 01 054
知的障害者居宅生活支援事業費補助
16 10,973都道 02 02 01 061
地域生活支援事業費等補助金
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大事業

中事業
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調整結果額
うち復活額

国庫支出金 地方債 その他 一般財源

実
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財源内訳

部
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節

細 節

要求額

各　課

一般財源

財源 細節款 項 目 節
本年度の財源内訳節

金 額 金 額区分
１．事業の概要と必要性

２．根拠法令

３．用地の状況

４．基本計画との関連

５．本年度の計画効果

実施計画計上額

目 的 別

性 質 別

６．財源の説明

の移動介護を行うことにより、障害者の福祉の増進を図る。
知的障害者のグループホームで生活する障害者に係る費用を支給決定の範囲内で支給する

補正理由

一時的支援を行い、合わせて家族の就労支援及び介護者の負担を軽減する。
　障がい者等の日中一時支援は、養護学校等の終了後、休日又は長期休暇及び緊急時等の

パー等を派遣する。また単独で外出が困難な障がい者（児）に対し、外出時の付き添い等
　在宅の重度障がい者等が、日常生活を営むために必要な便宜を供与するためホームヘル

　　　　　　　　　　合計　　　４２，７１６，４７７円　　
　所要見込み額　１４，６３１，９３８円
・（新）日中一時支援給付（泊まりを伴わない日中の一時支援）
　不足額　　１７，１３０，５３９円
　支出済額２４，６３０，５３９円（５ヶ月分）今後所要額２９，４００，０００円
・地域生活援助費（グループホーム）
　不足額　　１０，９５４，０００円
　支出済額２７，８５３，８５５円（５ヶ月分）今後所要額３１，９００，１４５円
・居宅介護給付（ホームヘルパー）

　負担軽減のため、多くの障害者等の利用が見込まれる。
　　法令で定められた日中一時支援は、在宅の障がい者等の福祉の向上と介護をする者の
　ている。
　　居宅介護給付費、地域生活援助費（グループホーム）等の支給が当初の見込みを超え
　扶助費

障害者自立支援法

居宅介護給付費
国庫　　　10,954,000円×1/2=5,477,000円

県補助　　14,631,000円×3/4=10,973,000円
日中一時支援給付費
県補助　　17,130,539円×1/4=4,282,000円
国庫　　　17,130,539円×1/2=8,565,000円

県補助　　10,954,000円×1/4=2,738,000円
地域生活援助費
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